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この簡易ガイドは、すべてのマイクロソフト ライセンス プログラムに適用されます。 
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概要 

このライセンス簡易ガイドでは、仮想マシンで実行する Windows 10 オペレーティング システムのマイクロソフト コマーシャル 

ライセンスの使用権の概要について紹介します。 

ここで取り上げるトピックは以下のライセンスに適用されます。このガイドでは、「Windows デスクトップ オペレーティング シス

テム用のソフトウェア アシュアランス」、「Windows Enterprise E3/E5 サブスクリプション ライセンス」、「Windows Virtual 

Desktop Access (VDA) サブスクリプション ライセンス」 といいます。 

• Windows 10 Enterprise E3/E5 

• Windows 10 Enterprise per device 

• Windows 10 Education E3/E5 

• Windows VDA E3/E5 

• Windows VDA per device 

ライセンス簡易ガイド 

 

仮想マシンを使用した  

Windows デスクトップ オペレーティング システムのライセンス 
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(Microsoft 365 F3/E3 ライセンスには Windows 10 Enterprise E3 の利用資格が含まれます。Microsoft 365 E5 ライ

センスには Windows 10 Enterprise E5 の利用資格が含まれます) 

Windows がプレインストールされた OEM 版で提供される使用権、または他のチャネルを介して購入される使用権につい

ては、各製品のライセンス条項を確認してください。  

詳細 

Windows デスクトップ オペレーティング システム用のソフトウェア アシュアランス、Windows 10 Enterprise E3/E5 サブスク

リプション ライセンス、Windows Virtual Desktop Access (VDA) サブスクリプション ライセンスを選択すると、Windows 

を柔軟に利用できるようになります。これらのプランには、他のライセンス プログラムでは提供されない独自の製品およびライ

センスの権利が含まれており、多様なワーク スタイルに対応し、複数のデバイスからさまざまな方法で Windows インスタン

スにアクセスできます。 

Windows ライセンスを持たない、または対象ではない (シン クライアントなどの) ユーザーまたはデバイスは、Windows VDA 

サブスクリプションのライセンスを別途取得することで、これらの特典を利用できるようになります。 

この簡易ガイドでは、マイクロソフト コマーシャル ライセンスのお客様に提供される Windows の仮想化の権利について概

要を紹介します。ここに記載されている内容は、仮想化シナリオを対象とした Windows デスクトップ オペレーティング シス

テムのライセンスにのみ適用されます。Microsoft Office ライセンスやクライアント アクセス ライセンス (CAL) など、特定のシ

ナリオで必要になる可能性があるその他のライセンスには対応していません。 

OEM チャネルを通じて取得した Windows デスクトップ オペレーティング システム ソフトウェア ライセンスの場合、Windows 

の使用権については、ソフトウェアに付属するソフトウェア ライセンス条項に記載されています。これらのライセンス条項では、

仮想オペレーティング システム環境 (OSE) 内のライセンスを取得したデバイスで Windows をローカルに実行するための使

用権が提供されます。ただし、ライセンスを取得したデバイスから仮想 OSE を実行する Windows にリモートでアクセスする

ための使用権は提供されず、マイクロソフト コマーシャル ライセンスを通じて取得した Windows デスクトップ オペレーティン

グ システム用のソフトウェア アシュアランス、Windows 10 Enterprise E3/E5 サブスクリプション ライセンス、Windows 

VDA サブスクリプション ライセンスで提供される仮想化の使用権と比較すると、その他の点で制限されています。たとえ

ば、OEM ライセンスではデータセンターで実行される Windows 仮想マシンへのリモート アクセスは許可されません。  

仮想環境での Windows のライセンス取得方法 

Windows デスクトップ ソフトウェアを実行するリモートの仮想マシンにライセンス付与およびアクセスするには、次の 3 つの

方法があります。 

  

• Windows の仮想化の権利 

Windows の仮想化の権利は、ライセンスを取得したデバイスまたはユーザーが、その取得方法に応じてリモートまた

はローカルで仮想の Windows デスクトップにアクセスできるものです。デバイス単位またはユーザー単位のライセンス

を取得し、Windows の仮想化の権利を得るには、次の方法があります。 



  

2020 年 4 月 3 

Licensing Windows for use with virtual machines 

 
o 次のいずれかのプログラムから、デバイス単位で Windows デスクトップ オペレーティング システム用のソフトウ

ェア アシュアランスまたは Windows VDA のサブスクリプションのライセンスを取得する: Open License、

Select/Select Plus、マイクロソフト製品/サービス契約、Open Value、Enterprise Agreement、

Enrollment for Education Solutions 

o 次のいずれかのプログラムから、ユーザー単位で Windows Enterprise E3/E5 サブスクリプションまたは 

Windows VDA E3/E5 サブスクリプションのライセンスを取得する: Open License、Select/Select Plus、マ

イクロソフト製品/サービス契約、Open Value、Enterprise Agreement、Enrollment for Education 

Solutions 

お客様は、エンド ユーザーによるリモート アクセスのために、サードパーティを利用して Windows クライアントの仮想マ

シンをホストすることもできます。これは「ソフトウェア管理のアウトソーシング」と呼ばれ、サードパーティを利用して 

Desktop as a Service (DaaS) をホストします。サードパーティは認定アウトソーシング企業である必要があり、ホスト

環境はお客様専用サーバー上でなければなりません。認定アウトソーシング企業は対象プロバイダーになることはでき

ず、データセンター プロバイダーとして対象プロバイダーを利用することもできません。対象プロバイダーの一覧は 

https://aka.ms/ListedProviders でご確認いただけます。 

注: ソフトウェア管理のアウトソーシングのライセンス条項は、2019 年 10 月 1 日に改定され、このガイドに反映さ

れています。改定前の条項では対象プロバイダーの利用が制限されていませんでした。詳しくは、製品条項をご確

認ください。 

注: Windows 10 Enterprise E3/E5 が含まれる Microsoft 365 ライセンスは、対象のオペレーティング システム

が搭載されたデバイスのプライマリ ユーザーにのみ適用されます。 

• Windows 10 マルチテナント ホスティングの権利 

お客様は Windows 10 マルチテナント ホスティングの権利の下で、Microsoft Azure やサードパーティの共有サーバ

ー上でリモート アクセス用に Windows クライアントの仮想マシンをホストすることもできます。サードパーティの共有サ

ーバーを利用する場合、その企業は認定マルチテナント ホスティング パートナー (QMTH) である必要があります。認

定 QMTH パートナーの一覧は、こちら (英語) でご確認いただけます。お客様は、Azure AD ベースのライセンス認証

によってのみ Windows 10 デスクトップ (Creators Update 以降のバージョンのソフトウェア) を展開できます。

Windows 10 マルチテナント ホスティングの権利は、デバイス単位のライセンスでは提供されません。ユーザー単位の 

Windows Enterprise E3/E5 サブスクリプション ライセンスと Windows VDA E3/E5 サブスクリプション ライセンス

のみで提供されます (すべてのプログラムで取得したライセンスが対象)。 

注: Windows 10 Enterprise E3/E5 が含まれる Microsoft 365 ライセンスは、対象のオペレーティング システムが

搭載されたデバイスのプライマリ ユーザーにのみ適用されます。 

• Azure の Windows Virtual Desktop (WVD) 

WVD は、ライセンスを取得したユーザーに Windows 7 および Windows 10 の仮想マシンへのアクセスを提供す

る、Azure 上のデスクトップおよびアプリの仮想化サービスです。対象となるユーザー単位のライセンス料金の他に、

Azure のコンピューティングとストレージの基本料金がかかります。Windows Enterprise E3/E5 サブスクリプション ラ

https://aka.ms/ListedProviders
https://www.microsoft.com/ja-jp/licensing/product-licensing/products
https://www.microsoft.com/Qualified_Multitenant_Hoster_Program


  

2020 年 4 月 4 

Licensing Windows for use with virtual machines 

 
イセンス、Windows VDA E3/E5 サブスクリプション ライセンス、Microsoft 365 スイート ライセンスのいずれかでユー

ザー単位のライセンスを取得することで、WVD の権利を得ることができます (すべてのプログラムで取得したライセンス

が対象)。 

注: Microsoft 365 ライセンスはすべてのケースに適用可能です。 

 

ユーザー単位の Windows Enterprise E3/E5 サブスクリプションまたは Windows 

VDA E3/E5 サブスクリプションで、ユーザーにライセンスを付与 

ユーザー単位の Windows 10 Enterprise E3/E5 サブスクリプションまたは Windows VDA E3/E5 サブスクリプションで

は、デバイスではなく、ユーザーにライセンスを付与することができます。プライマリ ユーザーのプライマリ デバイスに、Windows 

デスクトップ オペレーティング システム用のソフトウェア アシュアランス、またはデバイス単位の Windows VDA サブスクリプシ

ョンが既に適用されている場合、Windows Enterprise E3/E5 Per User アドオンや Windows VDA E3/E5 Per User ア

ドオンを取得できます。これにより、既にお支払いいただいている料金の中で、Windows Per User または Windows VDA 

Per User ライセンスのすべての特典を利用できます。 

ユーザー単位ライセンスの各オプションに関する要件の概要は以下のとおりです: 

 Windows 10 

Enterprise E3/E5 

per User 

Windows VDA per 

User 

Windows 10 Enterprise E3/E5 per User 

アドオン 

デバイス単位の

Windows 10 

Enterprise に 

追加した場合 

デバイス単位の

Windows VDA に追

加した場合 

ライセンス要件 プライマリ ユーザーのプ

ライマリ デバイスが 

Windows 

7/8/8.1/10 Pro、

Enterprise または 

Education のライセン

スを取得していること 

デバイス要件なし。 

任意のユーザーに割り

当て可能 

プライマリ ユーザーのプ

ライマリ デバイスが既

に、デバイス単位の

Windows 10 

Enterprise の対象と

なっていること 

プライマリ ユーザーのプ

ライマリ デバイスが既

に Windows VDA の

対象となっていること 

 

Windows ソフトウェア アシュアランス および Windows VDA subscription のオプションに関する詳細情報は、Windows

コマーシャル ライセンス ガイド をご参照ください。 

 

http://download.microsoft.com/download/C/6/B/C6B624F0-CE78-4605-9357-6866C8C655A3/Windows_10_Volume_Licensing_Guide_JP.pdf
http://download.microsoft.com/download/C/6/B/C6B624F0-CE78-4605-9357-6866C8C655A3/Windows_10_Volume_Licensing_Guide_JP.pdf
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Windows の仮想化の権利の比較 

ライセンス形態 (Windows ソフトウェア アシュアランスまたは Windows VDA サブスクリプション、デバイス単位またはユーザ

ー単位) に応じて、付与される Windows の仮想化の権利にはいくつかの違いがあります。 

ライセンス形態による Windows の仮想化の権利の概要を以下の表に示します。 

Windows Enterprise への 

アクセス権 

ユーザー単位 デバイス単位 

Windows 10 

Enterprise 

E3/E5 

Windows VDA 

E3/E5  

サブスクリプション 

Windows 10 

Enterprise SA 

Windows  

VDA  

サブスクリプション 

ローカル インストール 

Windows 7/8/8.1/10 Pro、

Enterprise、または Education のライセン

スを取得した任意のデバイス、画面サイズ

が 10.1 インチ以下の任意の Windows 

タブレット 

ライセンスを取得

したデバイスのみ 

ライセンスを取得したデ

バイスのみ (Windows 

7/8/8.1/10 Pro、

Enterprise、または 

Education のライセン

スを取得済である事)  

仮想デスクトップ インフラスト

ラクチャ (VDI) または 

Windows To Go 経由の 

リモート アクセス 

任意のデバイス  

(プライマリ ユーザーの要件に従う) 
任意のライセンスを取得したデバイス 
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ライセンス形態による Windows の仮想化の権利の詳細を以下の表に示します。 

Windows Enterprise 10 へのアクセス権 

Windows 10 Enterprise 

SA/E3/E5 
Windows VDA E3/E5 

デバイス単位 ユーザー単位 デバイス単位 ユーザー単位 

ライセンスを取得したデバイスの任意のユーザー、またはラ

イセンスを取得したユーザーが使用する任意のデバイス

は、お客様専用のデバイスの仮想 OSE で実行されてい

るソフトウェアの最大 4 つのインスタンス、または物理 

OSE で実行されているソフトウェアの最大 1 つのインスタ

ンスにリモート アクセスできる。サードパーティの管理下に

ある専用サーバーには、ソフトウェア管理のアウトソーシン

グに関する条項が適用される。 

    

ライセンスを取得したデバイスのユーザー、またはライセンス

を取得したユーザーが使用するデバイスは、仮想 OSE で

実行されているソフトウェアの最大 4 つのインスタンス、ま

たはお客様専用デバイス上の物理 OSE で実行されて

いる 1 つのソフトウェア インスタンスにリモート アクセスで

きる。サードパーティの管理下にある専用サーバーには、ソ

フトウェア管理のアウトソーシングに関する条項が適用さ

れる。ただし、お客様の VDA E3 および E5 のライセンス

を取得したユーザーは、対象プロバイダーが提供する専用

サーバーを含め、お客様による使用のみを目的としたこれ

らのリモートの仮想化の権利に基づいて、Windows ソフ

トウェアにリモート アクセスすることができる。 

  
  

ライセンスを取得したデバイス上の仮想 OSE で最大 4 

つのインスタンス、物理 OSE で最大 1 つのインスタンス

をローカル実行できる。Windows VDA (デバイス単位) 

の場合、このローカル使用権はライセンスを取得したデバ

イスが Windows 10/8.1 Pro または Enterprise、ある

いは Windows 7 Professional または Enterprise のラ

イセンスも取得している場合にのみ適用される。仮想 

OSE でローカル実行できるすべてのインスタンスが使用さ

れている場合は、仮想 OSE をホストおよび管理する目

的でのみ、物理 OSE のインスタンスを使用できる 
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シナリオ  

次のビジネス シナリオでは、お客様専用のサーバー環境で、Windows デスクトップ オペレーティング システムのライセンスを

取得する方法を紹介しています。専用サーバーがサードパーティの管理下にある場合、ソフトウェア管理のアウトソーシングに

関する条項が適用されます。ソフトウェア管理のアウトソーシングに関する条項にかかわらず、お客様の Windows VDA E3 

および E5 のライセンスを取得したユーザーは、これらのリモートの仮想化の権利に基づいて、お客様による使用のみを目的と

した、対象プロバイダーのサーバー上で、Windows ソフトウェアにリモート アクセスすることができます。 

Windows 10/8.1 Pro または Enterprise、あるいは 

Windows 7 Professional または Enterprise のいずれ

かのライセンスを取得したデバイス上の仮想 OSE で最

大 4 つのインスタンス、物理 OSE で最大 1 つのインス

タンスをローカル実行できる。仮想 OSE でローカル実行

できるすべてのインスタンスが使用されている場合は、仮

想 OSE をホストおよび管理する目的でのみ、物理 

OSE のインスタンスを使用することができる 

 
 

 
 

画面サイズの合計が 10.1 インチ以下の Windows デバ

イスにソフトウェアをインストールできる 
 

 
 

 

ライセンスを取得したユーザーは、(ソフトウェア管理のアウ

トソーシングに関する条項にかかわらず) Microsoft 

Azure 上の仮想マシンまたは 

www.microsoft.com/Qualified_Multitenant_Host

er_Program に記載された認定マルチテナント ホスティ

ング パートナー (QMTH) の共有サーバーに Windows 

10 Creators Update 以降のバージョンのソフトウェアを

インストールできる。QMTH がソフトウェアをインストールお

よび使用する権利は、QMTH がデータセンター プロバイ

ダーとして対象プロバイダーを利用している場合には適用

されない。ライセンスを取得したユーザーは、最大 4 つの

ソフトウェア インスタンスにアクセスできる。これは 

Student Use Benefit を通じてソフトウェアにアクセスす

る学生には適用されない。 

 
 

 
 

ライセンスを取得したユーザーは、Windows Virtual 

Desktop (WVD) Windows 7 および Windows 10 の

仮想マシンにアクセスできる。 

 
 

 
 

http://www.microsoft.com/Qualified_Multitenant_Hoster_Program
http://www.microsoft.com/Qualified_Multitenant_Hoster_Program
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注:これらの例は、Windows ソフトウェア アシュアランスおよび Windows VDA サブスクリプションのお客様を対象としたも

のです。シナリオに必要なライセンスが必ずしもすべて記載されているわけではありません。たとえば、VDI/Windows Server 

上のセッション デスクトップまたはアプリケーション (使用する場合) にリモート アクセスするユーザーまたはデバイスにも、対応

するアクセス ライセンス (Windows Server CAL、RDS CAL など) を取得する必要があります。シナリオによっては、

Microsoft Office Professional Plus ライセンスも必要になる場合があります。簡略化のため、これらの個別のライセンス

要件をすべて記載しているわけではありません。 

シナリオ 説明 ライセンス ソリューション 

Virtual Desktop  

インフラストラクチャ  

デスクトップ 

Windows デスクトップ オペレーティング システム

は、データセンター、お客様専用のサーバー上、ハ

イパーバイザー プラットフォーム上 (Hyper-V テク

ノロジなど) の仮想マシンで実行されます。これら

の仮想デスクトップには、PC、シン クライアント、

その他のデバイスからアクセスします。 

仮想マシンで実行される Windows デスクトップ 

オペレーティング システムにアクセスするため、デバイ

スまたはユーザーは有効な Windows ソフトウェア 

アシュアランス、Windows VDA サブスクリプショ

ン、対象プログラムを通じて取得した Windows 

E3/E5 ライセンスのいずれかが必要になります (前

述)。  

リモート デスクトップ  

セッション  

ホスト/ターミナル  

サービス セッション 

仮想化 “デスクトップ” 

Windows Server オペレーティング システム 

(Windows Server 2019 など) は、Microsoft 

Office Professional Plus 2019 のようなアプリ

ケーションを実行しているリモート デスクトップ セッ

ション ホストを介して複数のユーザー間で共有さ

れます。これらのセッションには、PC、シン クライ

アント、またはその他のデバイスからアクセスしま

す。 

デバイスは Windows Server オペレーティング シス

テムのみにアクセスするため、Windows デスクトッ

プ オペレーティング システムの追加ライセンスは必

要ありません。ただし、デバイス/ユーザーは、セッショ

ン テクノロジのライセンス (Windows Server 

CAL、Remote Desktop Services [RDS] CAL 

など) を取得する必要があります。セッションにアク

セスするデバイスには、Office Professional Plus 

のライセンスも必要です。 

VDI と セッション デスク

トップの組み合わせ 

VDI デスクトップにアクセスするユーザーもいれ

ば、セッション ベースのデスクトップまたはアプリケ

ーションにアクセスするユーザーもいます。場合によ

っては、特定のデバイスが両方に同時にアクセス

する必要があることもあります (たとえば、ユーザー

が VDI デスクトップにログインし、セッション経由

でリモート アプリケーションまたはデスクトップにア

クセスする場合など)。 

Windows クライアントと Windows Server セッシ

ョンにアクセスするユーザーまたはデバイスは、対象

の Windows 10 ライセンスと Windows Server 

アクセス ライセンス (Windows Server CAL と 

RDS CAL) の両方が必要です。 

ローミング VDI  

ユーザー 

ユーザーのプライマリ デバイスは VDI のライセンス

を取得している業務用シン クライアントです。ま

たユーザーは、自宅や外出先から個人のタブレッ

ト デバイスを使用して、VDI デスクトップに柔軟

にアクセスできる必要もあります。 

Windows VDA Per User ライセンスでは、ユーザ

ーが任意のデバイスからデータセンターで実行されて

いる最大 4 つの仮想マシンに同時にアクセスでき

ます。 
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シナリオ 説明 ライセンス ソリューション 

個人所有の 

コンパニオン  

デバイスの業務利用 

(BYOCD) 

会社は、Windows 用ソフトウェア アシュアラン

ス、または Windows VDA サブスクリプションの

対象となる主要な作業用デバイスを従業員に

提供します。また、従業員が個人所有のコンパ

ニオン デバイス (タブレットなど) を業務に利用し

たり、会社の VDI にそれらのデバイスからアクセ

スしたりできるようにしたいと考えています。 

主要な作業用デバイスは Windows 用ソフトウェ

ア アシュアランスまたは Windows VDA サブスクリ

プション ライセンスを取得しているため、会社はユー

ザーが業務中に任意のデバイスから会社の VDI に

アクセスが許可される、ユーザー向けの Windows 

Software Assurance per User Add-on の取得

が可能です。 

個人所有デバイスの業

務利用 (BYOD) 

会社は、ユーザーが個人所有のデバイスを業務

に利用できるようにすることを決定し、すべてのユ

ーザーに対して VDI デスクトップをセットアップしま

す。デバイスには対象オペレーティング システムが

含まれていません (たとえば、Windows 7 

Home Premium のライセンスを取得している場

合があります)。これらのユーザーは、その他のデバ

イスにはアクセスできません。 

Windows VDA per User ライセンスにより、任意

のデバイスから VDI デスクトップにアクセスできま

す。 

契約社員の PC 組織 A は、一部の業務について組織 B と契約

し、組織 B の従業員が組織 A の VDI デスクト

ップに組織 B の PC からアクセスできるようにしま

す。デバイスには対象オペレーティング システムが

含まれています (Windows 10 Pro など)。 

組織 B の従業員が組織 A の VDI デスクトップに

アクセスするデバイス ライセンスは、組織 A がソフト

ウェア アシュアランス付きの Windows Enterprise 

Per Device、または Windows VDA Per Device 

サブスクリプション ライセンスで取得する必要があ

ります。もしくは、ユーザー単位の Windows 

Enterprise E3/E5 サブスクリプションまたは 

Windows VDA E3/E5 サブスクリプションでユーザ

ーのライセンスを取得します。 

ローカルの Windows  

仮想マシン 

組織には、Windows 10 Pro を実行している 

PC 上のローカル仮想マシンで実行されている複

数の Windows イメージでアプリケーションをテス

トする必要がある開発者のグループがいます。 

PC または PC のプライマリ ユーザーは、最大 4 つ

の仮想マシンを同時に実行できる、有効なソフトウ

ェア アシュアランス付きの Windows 10 

Enterprise または Windows 10 Enterprise 

E3/E5 サブスクリプションが必要です。 
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